
校長室の窓から～夢の扉第２５号～ｖｏｌ．７５ Ｒ３．１０．４（月）

佐賀県高校総文祭が開幕しました。 文責 学校長

～各専門部ごとに開催されます～
１ 囲碁大会で男子個人優勝、女子個人２位。九州大会への出場権を手にしました。
９月２８日（火）に「佐賀県高等学校総合文化祭」の総合開

会式が行われ、総文祭が開幕しました。開会式では本校書道部
と美術部の制作した垂れ幕も披露されました。早速、１０月３日
（日）に行われた「囲碁選手権大会」では、本校の小栁壮生く
ん（１－６）が男子個人１９路盤の部・９路盤の部で共に優勝、
岩本一葉さん（２－６）が女子個人１９路盤の部・９路盤の部
で共に２位に輝き、九州大会への出場を決めました。

２ 「武雄市高校生まちづくり参画事業」の中間発表会を行いました。
９月３０日（金）の放課後に武雄市との協働プログラムである「武雄市高校生まちづくり参画事業」の中間発表会を

行いました。冒頭で小松市長からのビデオメッセージに続いて、各班６～７名のグループで計７班が、それぞれの取り組
んだテーマについて中間報告を行いました。Ａ班「武雄フォトコンテストを通して」、Ｂ班「寺子屋隊」、Ｃ班「そうだ!ＰＶを
つくろう!」、Ｄ班「Ｌｅｔ'ｓ ｇｏ 図書館」、Ｅ班「武雄で一息つけばＥじゃない!」、Ｆ班「プロジェクトＦ」、Ｇ班「飲食店を応
援しよう!」のタイトルで発表が行われ、各班ともコロナ禍・豪雨災害の逆境に負けず、工夫して独自のイベントやコン
テスト等に取り組んだ成果が窺えました。ご協力いただいた地元の店舗・事業所、そしてご指導いただいた武雄市役所
のご担当の皆様に熱く感謝申し上げます。残り６か月は１年生中心で最終報告まで取り組みが継続されます。

３ 今週の名言・・・ウィリアム・ボイド（作家・イギリス）の言葉です。
人生はレールの上を走っているわけではない。いつでも自分の思うほうへ行くとは限ら
ない。
【解説】 人生は思うようにならないからこそ面白い。「蒼天を衝け」・「雄気堂々」の渋沢栄一、「歳月」の江藤新平、「翔
ぶが如く」の西郷隆盛、「竜馬がゆく」の坂本龍馬、「琥珀の夢」の鳥井信治郎など、偉人や著名人、人生の成功者の人
生も実は波乱万丈、逆境、逆境のくり返しです。「人生楽ありゃ苦もあるさ」・「人生苦楽半分」、思うようにならないの
が人生だと覚悟していた方がよいと思います。

【ウィリアム・ボイドについて】 幼い頃をガーナとナイジェリアで過ごし、フランスのニース大学、英国のグラスゴー大
学、オックスフォード大学で学ぶ。１９８０〜８３年オックスフォード大学セント・ヒルダス・カレッジの英文学講師
を務めた。８１年に発表したデビュー作「A Good Man in Africa(グッドマン・イン・アフリカ)」でウィットブレッド
賞の最優秀処女長編賞とサマセット・モーム賞を受賞。８２年には「アイスクリーム戦争」で、ジョン・ルウェリン・リー
ス賞を受賞。「アメリカの画家ナット・テイト」(９８年)では架空の抽象画家の伝記と作品を捏造して物議をかもした。
２００６年９作目の長編にあたる「震えるスパイ」を発表、２００７年ウィットブレッド賞を改称したコスタ賞の最優
秀長編賞を受賞した。他の長編小説に「新告白録」(８７年)、マクビティーズ賞及びジェームズ・テイト・ブラック記
念賞を受賞した「ブラザヴィル・ビーチ」(９０年)など。映画、テレビドラマの脚本も多数手がける。ロンドン在住。
（参考:「コトバンク」より）

４ 今週の故事成語・・・「杞憂」 【問題】英語で表現すると？

無用の心配、取り越し苦労のこと。 （出典：『列子』より）
【由来】杞憂の「杞」は、古代中国に存在した国の名前。「憂」は、憂えること。杞の国のある人が、もし天地が崩れ
落ちたらどうしようかと、起こり得ないはずのことをしきりに心配し、夜も寝られず食事もできなくなったという『列
子・天瑞』の故事に基づきます。特に問題もなく無事に終わった場合に「杞憂に終わった」などと使われます。

５ どこかおかしい日本語（その２５）・・・この敬語どこがおかしいかわかりますか?
①履歴書と印鑑をご持参ください。 ②資料は受付でいただいてください。 ③印鑑をご用意してください。
④祝電がまいっています。 ⑤先生は、雑学の大家でいらっしゃいますね。



６ 今週の一冊・・・伊集院静の『琥珀の夢』下巻（集英社文庫）です。
鳥井信治郎、二十歳。鳥井商店を開業し、赤玉ポートワインをついに完成させた。斬新
な広告戦略で攻勢に出ていくなか、関東大震災が起き・・・・・・周囲の反対のなか、そ
れでも日本初のウイスキー造りに腐心し、サントリー角瓶で念願の成功を収める。信治
郎が追い続けた〝琥珀″とは、ウイスキーでありビールであった。「やってみなはれ」の
精神でサントリーを国際企業に成長させた創業者の物語。 （参考：本書裏表紙説明より）

【解説】 鳥井商店を開業し、赤玉ポートワインを完成させた信治郎は次は「日本人の味覚に合った洋酒をつくり、日本
の洋酒文化を切り拓きたい。」との強い思いで、周囲の猛反対の中、ウイスキー造りに踏み出します。しかし、それは
１３年にも渡る長い苦闘の始まりでもありました。「サントリー」の社名の由来を私は長年「鳥井さん」の「鳥井」と
「さん」をひっくり返して「サントリー」としたとずっと思い込んでいました。世間の人もそう思っている人も多いの
ではないでしょうか。この社名の本当の由来は下巻・２７０ページに書かれています。そのいきさつを要約すると「あ
れは、うちで造っていた赤玉ポートワインがもうかったから始めた仕事で、赤玉の『サン』（太陽）と鳥井の『トリイ』
をくっつけて『サントリー』といったのです。」となります。大正１２年（１９２３年）関東大震災からの日本の復興（太
陽のように必ず陽は昇る）を期してのシンボル的なネーミングでもあったようにも思います。大震災にも、敗戦にも挫
けなかった日本人の誇りと生き様を知る上でも是非読んでほしい一冊です。

【主人公・鳥井信治郎について】 １８９９年、大阪市に「鳥井商店」を開業し、ぶどう酒の製造販売を始める。１９
０７年 甘味葡萄酒「赤玉ポートワイン」発売。何度も失敗を重ねながらも、時代を先駆ける新商品の開発に成功。斬新
なネーミング・ボトルデザイン・広告・宣伝等もあいまって大ヒット。「赤玉ポートワイン」はサントリーの礎となる。
１９２１年「株式会社 寿屋」創立。１９２３年京都府山﨑に日本初のモルトウイスキー蒸溜所を造る。ジャパニーズウイ
スキーの幕開け。日本で、日本の風土、日本人の味覚に合った本格的なウイスキーづくりに乗り出す。１９３７年「サ
ントリーウイスキー角瓶」発売。本格国産ウイスキーの誕生。ウイスキーづくりに踏み出して１３年目、信治郎が長年夢
見ていた日本人の繊細な味覚に合った豊かな香味を実現。１９６１年、壽屋の会長に就任。経営の第一線から退く。サ
ントリー美術館開館。１９６２年、急性肺炎で死去。享年８３歳。 （参考:「サントリーグループ企業情報」より）

７ 世界遺産を巡る（日本編）・・・第２５回は北海道・北東北の縄文遺跡群
【解説】「北海道・北東北の縄文遺跡群」は、１万年以上にわたり採集・漁労・狩猟 （世界遺産登録年：２０２１年）
により定住した人々の生活と精神文化を伝える文化遺産です。北海道・青森県・岩
手県・秋田県に所在する 17の遺跡で構成されています。本資産が位置する北海道・
北東北は、山地、丘陵、平地、低地など、変化に富んだ地形であり、内湾や湖沼及
び水量豊富な河川も形成されています。ブナやミズナラ、クリ、クルミなどで構成
される冷温帯落葉広葉樹（北方ブナ帯）の森林が広がり、海洋では暖流と寒流とが
交差することによって豊かな漁場が生まれ、サケやマスなどの回遊魚が遡上するな
ど、北東アジアの中でも恵まれた環境にありました。人々は、この環境の下で育ま
れた森林資源を管理しながら利用し、食料を安定して確保するとともに、採集・漁
労・狩猟を基盤として約 15,000前から土器を使用して、定住を開始しました。 【三内丸山遺跡】
その後、気候変動及びそれによる海水面の上昇・下降、火山噴火などの環境の変

化に巧みに対応しつつ、集落を形成し、発展させ、成熟させました。本資産はその
変遷過程を、物証をもって余すことなく説明することができます。さらに、墓地、
環状列石、貝塚、盛土遺構等の祭祀的な空間や構造物を構築・発展させ、母性を表
現したとされる土偶に見られるような独特の精神文化を育み、成熟した定住を営み 【大湯環状列石】 【北黄金貝塚】
ました。このように本資産は北東アジアにおける農耕以前の人類の生活と、精緻で複雑な精神文化を示す物証として顕
著な普遍的価値を持っています。 （参考:文化庁ＨＰ「日本の世界遺産一覧」より）

８ 街角グルメを訪ねて・・・第２５回は武雄市の「えぞっ子 武雄店」です。
武雄温泉駅南口を南に向かって最初の大きな交差点の向かって左奥に店舗

があります。最近外観がきれいになりました。座敷一部屋とカウンター席の
みのこじんまりした店ですが、名前のとおり札幌ラーメン（みそ・塩）を食べたい
人はこのお店へどうぞ。県内にも他系列の「どさんこ」チェーン系のラーメ
ン屋も何軒かありますが、私はこのお店が札幌ラーメンとしてはイチ推しで
す。バターやコーンなどもお好みでトッピングできます。とんこつラーメン
に飽きた人、一度食してみるとやみつきになる味です。夜遅い時は、中町の「恵比須」の味噌・塩もお薦めです。

９ 保護者の皆様へ・・・朝食をしっかり摂らせてください。朝食は学力アップに不可欠です。
【英語】◇ imaginary [needless] fears ◇【形式ばった表現】 groundless apprehensions ◇ Your fears are utterly
groundless.（それはまったく杞憂にすぎない）.

【正解】①履歴書と印鑑をお持ちください。 ②資料は受付でお受け取りください。 ③印鑑をご用意なさってくだ

さい。 ④祝電をいただいております。 ➄先生は、博学でいらっしゃいますね。
【解説】①｢持参｣は本来自分の行為に使う言葉である。｢（私が）持参いたします｣なら良いが、相手の行為なら｢お
持ちください｣とすべき。②｢いただく｣は謙譲語なので、相手の行為に使うと失礼にあたる。｢お受け取りください｣
と表現すべき。③｢ご（お）～する｣は謙譲語なので、相手の行為に使うと失礼になる。｢ご～なさる｣｢お～になる｣と
尊敬語を使うべき。④｢まいる｣も謙譲語なので、これでは祝電を贈った側に失礼。受け取る側の行為として｢いただ
く｣が適当。➄｢雑学の大家｣と褒めたつもりでも先生の知識を｢雑学｣と表したら失礼。せめて｢博学｣とたたえたい。


